












先天異常の発症に関与する遺伝要因を解明し,これと環境要因との相互作用という観点か

ら先天異常の発症機構を明らかにし,以て先天異常の予防,治療法の開発に資することを目

的とする。この目的を達成するために,先天異常のなかで,単純劣性遺伝病である 21-ハイ

ドロキシラーゼ欠損症(先天性副腎過形成),単純優性遺伝病である家族性大腸ポリポーシ

ス,多因子疾患である口蓋裂,唇裂をとりあげ,それぞれ解析を行った。 


